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�（
提
案
理
由
）　

野
田
市
行
政

改
革
大
綱
の
改
訂
を
受
け
て
職

員
定
数
に
つ
い
て
改
正
す
る
と

と
も
に
、
平
成
二
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
の
職
員
の

定
数
の
特
例
措
置
を
設
け
よ
う

と
す
る
も
の
。

■
委
員　

市
長
部
局
、
教
育
委

員
会
、
水
道
部
等
の
人
員
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
減
ら
し
、
こ

の
条
例
案
の
定
数
に
変
え
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

□
当
局　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
の

人
数
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
の

定
数
管
理
を
考
え
て
お
り
、
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
の
水
道

部
の
二
十
七
人
、
教
育
委
員
会

の
一
二
一
人
と
い
う
数
字
は
決

定
し
た
数
字
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。あ
く
ま
で
一
〇
三
〇
人
と

い
う
目
標
が
あ
っ
て
、
そ
の
中

の
人
数
に
つ
い
て
は
こ
の
経
過

措
置
の
人
数
の
中
で
や
り
く
り

を
し
な
が
ら
一
〇
三
〇
人
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
二
十

七
年
四
月
一
日
時
点
で
各
部
局

の
人
数
が
こ
の
数
字
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い
な

い
。
職
員
の
削
減
方
法
に
つ
い

て
は
、
保
育
士
等
は
、
指
定
管

議
案
第
七
号

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正

理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
技
能

労
務
職
は
基
本
的
に
は
退
職
不

補
充
に
よ
る
業
務
委
託
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。一

般
事
務
職
等
は
、
電
算
の
利
用

等
あ
る
い
は
事
務
の
委
託
と
事

務
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
人

員
を
削
減
し
て
い
き
た
い
。

■
委
員　

二
十
七
年
に
は
条
例

案
の
職
員
数
に
な
る
の
か
。

□
当
局　

二
十
七
年
三
月
の
経

過
措
置
が
終
わ
る
時
点
で
、
こ

の
数
字
と
違
う
結
果
に
な
れ
ば

そ
の
時
点
で
条
例
の
改
正
を
考

え
た
い
。

■
委
員　

文
化
会
館
舞
台
技
師

な
ど
の
専
門
職
を
事
務
職
に
職

種
変
換
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
民
間
で
は
給

料
を
少
し
優
遇
し
職
種
変
換
を

促
す
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
配
慮
を
さ
れ
る
の
か
。

□
当
局　

給
料
の
優
遇
は
考
え

て
い
な
い
。市
役
所
の
仕
事
は
多

種
多
様
で
あ
り
、
舞
台
技
師
の

一
人
に
つ
い
て
は
一
般
事
務
職

に
な
っ
て
も
十
分
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。四
十
代
の
舞
台

技
師
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の

仕
事
の
経
験
を
生
か
せ
る
よ
う

な
形
で
考
え
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

行政改革大綱の改訂を受け職員定数を改正総　　務

保険給付費等の増で国保税率等を改定 環境経済

�（
提
案
理
由
）　

近
年
の
保
険
給

付
費
等
の
増
加
に
伴
い
、
平
成

二
十
一
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
運
営
の
対
応
と
し
て
税
率

等
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

税
率
改
定
後
の
一
人

当
た
り
と
一
世
帯
当
た
り
の
調

定
額
は
。

□
当
局　

一
人
当
た
り
の
調
定

額
は
九
万
一
四
一
三
円
、
一
世

帯
当
た
り
の
調
定
額
は
十
七
万

四
〇
一
〇
円
と
な
る
。

■
委
員　

二
人
住
ま
い
で
年
間

所
得
が
百
万
円
、
二
百
万
円
、

三
百
万
円
の
そ
れ
ぞ
れ
資
産
税

な
し
、
資
産
税
七
万
円
の
世
帯

で
は
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
ど
の

ぐ
ら
い
上
が
る
の
か
。

□
当
局　

所
得
が
百
万
円
の
世

帯
で
資
産
税
な
し
の
世
帯
は
一

万
五
〇
〇
円
、
資
産
税
七
万
円

の
世
帯
は
五
二
〇
〇
円
、二
百
万

円
の
世
帯
で
資
産
税
な
し
の
世

帯
は
一
万
三
千
百
円
、
資
産
税

七
万
円
の
世
帯
は
七
八
〇
〇
円
、

三
百
万
円
の
世
帯
で
資
産
税
な

し
の
世
帯
は
一
万
五
七
〇
〇
円
、

資
産
税
七
万
円
の
世
帯
は
一
万

四
〇
〇
円
の
上
昇
と
な
る
。

■
委
員　

近
隣
各
市
の
一
人
当

議
案
第
十
二
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

た
り
の
調
定
額
は
。

□
当
局　

近
隣
五
市
の
状
況
は

松
戸
市
が
十
万
一
六
五
八
円
、

柏
市
が
八
万
四
八
一
三
円
、
流

山
市
が
九
万
五
六
四
八
円
、
我

孫
子
市
が
十
万
三
三
九
五
円
、

鎌
ケ
谷
市
が
九
万
一
〇
三
四
円

で
あ
る
。

■
委
員　

国
保
運
営
協
議
会
の

開
催
回
数
と
そ
こ
で
行
わ
れ
た

税
率
改
定
に
つ
い
て
の
議
論
は
。

□
当
局　

年
間
で
五
回
開
催

し
、
そ
の
う
ち
三
回
ほ
ど
で
税

率
改
定
の
議
論
を
し
、
改
定
案

に
対
し
て
応
益
・
応
能
割
合
や

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
等

の
議
論
が
さ
れ
た
。

■
委
員　

最
近
の
収
納
率
の
状

況
と
国
保
の
世
帯
数
は
。

□
当
局　

収
納
率
は
一
月
末
の

実
績
で
現
年
分
は
六
七
・
八
五

％
で
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
一
・

八
二
％
、
滞
納
繰
越
分
は
一
四

・
五
二
％
で
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
〇
・
八
二
％
で
あ
る
。
国
保

の
加
入
世
帯
数
は
一
月
末
で
二

万
六
五
九
五
世
帯
で
あ
る
。

■
委
員　

資
産
割
の
対
象
と
な

る
土
地
及
び
家
屋
と
は
居
住
部

分
な
の
か
。

□
当
局　

課
税
さ
れ
る
全
て
の

土
地
、
家
屋
が
対
象
と
な
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決
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�（
提
案
理
由
）　

野
田
市
立
清

水
保
育
所
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、「
株
式
会
社
こ
ど
も
の
森
」

を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

選
定
委
員
会
に
は
保

育
の
専
門
家
を
入
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。
専
門
家
の
知

見
を
必
要
と
し
た
と
き
、
外
部

の
意
見
が
聞
け
る
と
し
て
い
る

が
、
今
回
初
め
て
の
事
業
者
と

い
う
こ
と
で
、
特
に
外
部
委
員

や
保
育
の
専
門
家
を
入
れ
る
考

え
は
な
か
っ
た
の
か
。

□
当
局　

今
回
の
選
定
委
員
会

は
、
専
門
分
野
を
代
表
し
知
識

を
有
す
る
市
の
職
員
七
人
に
保

護
者
の
代
表
三
人
を
加
え
た
十

人
で
構
成
し
て
い
る
。基
本
的
に

は
こ
の
委
員
構
成
に
よ
り
、

公
正
で
適
正
な
審
査
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
第
三
者

に
つ
い
て
は
、
会
議
の
中
で

選
定
委
員
会
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
に
専
門
家
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
今
回
は
そ
の
必
要
は
な

く
十
分
審
査
で
き
る
と
判
断

し
十
人
の
委
員
で
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

初
め
て
の
事
業
者

議
案
第
十
六
号

市
立
清
水
保
育
所
の
指
定

管
理
者
の
指
定

で
五
年
の
指
定
期
間
に
し
た
理

由
は
。

□
当
局　

指
定
管
理
者
の
指
定

期
間
は
、
市
の
方
針
と
し
て
保

育
所
に
限
ら
ず
五
年
間
で
進
め

て
い
る
。

■
委
員　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
実
際
に
現
場
を
見
た
い
と

い
う
声
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
れ
は
保
護
者
が
不
安
に

思
い
そ
の
よ
う
な
声
に
な
っ
た

と
思
う
。
な
ぜ
写
真
等
の
資
料

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

□
当
局　

委
員
全
員
が
現
場
に

行
く
こ
と
は
時
間
的
な
問
題
も

あ
り
な
か
な
か
難
し
く
、
写
真

等
の
資
料
に
代
え
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
が
了
承
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
り
十
分
審
査
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

指定管理者として「こどもの森」を指定 文教福祉

�（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予

算
、
繰
越
明
許
費
及
び
地
方
債

の
補
正
で
あ
り
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
二
千
四
百
二
十
万
一
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
六
十
三
億
七
百

五
十
二
万
四
千
円
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

■
委
員　

事
業
が
繰
越
明
許
と

な
っ
た
理
由
は
。

□
当
局　

南
部
四
号
幹
線
築
造

工
事（
そ
の
三
）は
南
部
地
区
の

浸
水
解
消
を
目
的
に
梅
郷
西
駅

前
線
下
に
雨
水
管
を
敷
設
す
る

も
の
で
、現
在
、
そ
の
二
、
そ
の

三
と
い
う
二
つ
の
工
事
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
、
そ
の
二
工
事

に
お
い
て
、
当
初
都
市
計
画
道

路
予
定
地
内
に
雨
水
管
を
敷
設

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、一
部
に

つ
い
て
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
部
分
が
発
生
し
、一
部
線
形
の

修
正
等
の
見
直
し
作
業
を
行
っ

た
。
そ
の
た
め
工
事
着
手
が
遅

れ
、
そ
の
三
工
事
と
接
続
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
の
完
成
が
年
度
末

ぎ
り
ぎ
り
に
な
り
、
後
か
ら
接

続
す
る
そ
の
三
工
事
の
年
度
内

議
案
第
三
十
一
号

平
成
二
十
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

完
成
が
困
難
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

梅
郷
二
号
幹
線
築
造
工
事

（
一
工
区
）は
、
野
田
梅
郷
団
地

へ
汚
水
管
を
敷
設
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
当
該
工
事
箇
所
で
、

ガ
ス
、
水
道
、
雑
配
水
管
が
当

初
の
調
査
よ
り
か
な
り
複
雑
に

埋
設
さ
れ
て
い
た
た
め
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
位
置
の
変
更
等
が
生

じ
、汚
水
管
敷
設
作
業
の
効
率
が

低
下
す
る
状
況
と
な
り
、工
程
が

予
想
以
上
に
延
び
た
た
め
に
年

度
内
完
成
が
難
し
く
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

■
委
員　

梅
郷
二
号
幹
線
は
二

十
三
年
度
末
に
接
続
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
県
と

の
調
整
は
。

□
当
局　

市
と
し
て
は
、
二
十

三
年
度
末
に
向
け
て
事
業
計
画

を
立
て
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

そ
の
計
画
ど
お
り
に
進
め
て
行

こ
う
と
考
え
て
い
る
。
県
の
野

田
幹
線
の
本
線
部
分
は
、
今
回

の
事
業
に
着
手
す
る
に
当
た
り
、

県
の
流
域
下
水
道
事
務
所
、
県

下
水
道
課
に
、
野
田
市
と
し
て

二
十
三
年
度
ま
で
に
上
流
側
を

整
備
す
る
こ
と
を
伝
え
、
県
も

市
に
合
わ
せ
た
形
で
事
業
を
進

め
て
行
く
と
聞
い
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

事業の進捗状況により繰越明許費を補正建　　設

清水保育所
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